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市議団ニュースは政務活動費で作られています

6月 12日、6月議会本会議で金子あきよ市議
が一般質問に立ちました。
　多くの市民の反対の声にも関わらず、武蔵浦
和学園義務教育学校の建設用地として沼影市民
プールが廃止されました。金子市議は義務教育
学校計画撤回と沼影市民プールの存続を求め続
けてきた立場から、今後の計画について質問し
ました。
金子　沼影市民プールの代替プール計画の進捗
状況は。南区内での建設、アイススケート場
の復活が市民の要望だ。
都市局長　代替候補地検討事業の委託業者を決
定した。位置やアイススケート場などの導入
機能について検討していく。
金子　武蔵浦和学園義務教育学校の開校時点の
児童生徒数は。
副教育長　3082名となる見込み。
金子　当初の計画より約600人少ない。とりわ
け対応が急がれる小学校１校を建設する計画
に変更してはどうか。
副教育長　武蔵浦和地域は今後の再開発等の進
行状況によって、人口の増加が見込まれるた

め、引き続き義務教育学校の開校を目指す。
金子　計画の再考を強く求める。プールであれ、
新設校であれ新たな建設用地が必要。住民団
体が求めたロッテ球場と関連施設について、
工場立地法の緑地指定を理由に手放す予定は
ないとの回答を得たと示されたが、1回の回
答を理由に取得の努力を放棄するべきではな
い。繰り返し用地取得に努めることを求める。

災害時に障がい者を守れるさいたま市に
金子　「避難行動要支援者名簿」の取り組みの
実態は。
福祉局長　令和５年度の要件に該当する全体用
名簿掲載者数6万 420人に対し、自治会、
民生委員等に対する個人情報提供に同意した
方を掲載する「事前提供用名簿」掲載者は2
万9096人、掲載率48.2%。

金子　災害時の支援をどう求めたらいいのかを
明らかにするためにも「個別避難支援プラン」
の作成が重要。ケアマネージャーや障がい者
生活支援センターの相談員などがプラン作成
に携われるしくみが必要ではないか。

総務局長　個別避難支援プランは本年５月末時
点で948名分が作成されており、作成率は
約3.3%。ご指摘の福祉専門職等の参画をは
じめとした事例等は効果的なもの。

金子　墨田区では区立体育館を福祉避難所とし
て指定、民間企業との提携で福祉避難所開設
の迅速化を図るとりくみをしている。一次避
難所で過ごすことが困難な障がい者を72時

　与野駅西口土地区画整理事業のなかの市
有地を市職員がきちんとした手続きをとら
ずに売却したことが4月の定期監査で発
覚し、市は調査を進めてきました。6月5
日の市議会本会議で市長が陳謝するととも
に経過報告がおこなわれました。
　6月6日、報告への質疑に立った松村と
しお市議は「市職員の行動は不可解。再発
防止策を考えるうえでも真相究明が必要」
と指摘し、市の基本姿勢を質しました。都
市局長は「調査検討会議により、発生原因
や動機の調査、課題等の整理及び再発防止
策の検討をしっかりとおこない、今後の再
発防止と市民のみなさまの信頼回復にとり
くむ」と答弁しました。
　松村市議は市有地の売却相手と市および
職員との関係等について質問しましたが、

多くは「調査中」という答弁でした。また
売却相手についても「土地返還に向けた任
意協議中」であることを理由に「答えを差
し控えたい」と具体的な答弁はありません
でした。市は現在進めている庁内調査につ
いて、6月末に議会に改めて報告するとし
ています。松村市議は調査を求めた事項も
報告するよう求めました。
　他会派もこの問題について質疑しました
が、同様の答弁が続きました。質疑後、全
議員の賛成で「市民の信頼回復に全力で取
り組むことを求める決議」をあげ、「発生
原因の調査と再発防止策の検討」「違法行
為に対する厳正な処分」とあわせ、「早急
に刑事告訴」をおこなうことを市に強く求
めました。

間待たせないとりくみを進めるべき。
総務局長　災害時の迅速な開設運営を含め福祉
避難所を充実拡大していくことは重要と認識
している。他自治体の状況も参考にしながら
検討したい。

金子　関係部局や区役所の連携が必要。庁内対
策会議が有効に機能することを期待する。

　このほか金子市議は、市が「待機児童 3年
連続ゼロ」と言いながら、「利用保留児童」が
1506人いる事態を指摘、公立保育所廃止計画の
撤回を求めました。また見沼ヘルシーランド無
料送迎バスが廃止された理由を質し、復活を求
めました。

真相究明求める
市有地が不正に売却 !?　

6月議会・一般質問

プール 学校
今後の計画に市民の声を
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市議団ニュースは政務活動費で作られています

6月議会・一般質問

　6月 10日、一般質問に立ったとばめぐみ市
議は「住宅リフォーム助成制度」「特別障害者
手当」「重度障がい者グループホーム」「地域公
共交通の充実」「夜間中学の設置」の5項目に
ついて質問しました。
　重い障がいがあり、日常生活に常時特別な介
護が必要な20歳以上の人に支給される、国の
「特別障害者手当」については、「障がい者手帳
がなくても受けられる」「要介護4、5の人は
受けられる可能性が高い」「グループホーム、
有料老人ホーム、3カ月未満の入院やショート
ステイ、サービス付き高齢者住宅も含まれる」
等のしくみをほとんどの市民が知りません。
　とば市議は「特別障害者手当」について特集
したしんぶん赤旗日曜版の記事を掲示し、「記
事を見た複数の市民から相談があり、手当の受
給に結びついたものの、地域のケアマネージャ
ーがこの制度をほとんど知らなかった」と指摘
し、「市の責任でケアマネージャーに制度を正
しく知らせるための研修を」「要介護4、5の
認定通知には手当の案内の同封を」と求めまし

た。福祉局長は「ケアマネージャーは生活全般
の相談・援助を行うことも多く、介護保険以外
の社会福祉全般の幅広い知識が求められる」と
して、各種協会の会議で周知していると説明。
市民への通知については「要介護3以上の人
に送る紙おむつ利用等の案内資料に、特別障害
者手当の説明掲載を検討している」と答弁。こ
の間、とば市議が3度にわたり求めてきたこ
とによる大きな前進です。とば市議は「すべて
のケアマネージャーが制度を熟知していること
が一番の近道。必ず徹底してほしい」と重ねて
求めました。

民間バスへの支援を

　次に地域公共交通について、全国で運転手不
足や経営難を理由に路線バスの減便や廃止、自
治体が運営するコミュニティーバス委託事業か
らの撤退が相次いでいることを指摘すると、市
は「現状の分析に努めている」と答弁。
　とば市議は、「全国の政令市の6割に交通局
があり、6割が市営交通を運行している。本市
はどちらもない。政令市と県内中核市のすべて
が民間公共交通になんらかの支援をおこなって
いるのに対し、本市だけは支援もおこなってい
ない」と厳しく指摘し、「100%民間バス会社
頼みの本市こそ財政的支援をおこない、バス会
社が市民の声に応えられるようにするべきだ」
と求めました。都市局長は「運転手の確保など
の対策で交通事業者と定期的に意見交換をおこ

ない、連携していく」と述べ、「事業者への補
助についても検討する」と答弁しました。とば
市議は「高齢化が進むなか、免許を返納した市
民はバスが頼り。病院をはじめ、行きたいとこ
ろに行けない現状は市民の交通権とともに、生
存権、幸福追求権をも奪うものだ」と強調し、
早急な支援を求めました。
　「住宅リフォーム助成制度」「重度障害者グル

交通局 市営交通 民間支援
札幌市 ○ ○ ○
仙台市 ○ ○ ○
さいたま市 × × ×
千葉市 × × ○
川崎市 ○ ○ ○
横浜市 ○ ○ ○
相模原市 × × ○
新潟市 × × ○
静岡市 × ○ ○
浜松市 × × ○
名古屋市 ○ ○ ○
京都市 ○ ○ ○
大阪市 ○ ○ ○
堺市 × × ○
神戸市 ○ ○ ○
岡山市 × × ○
広島市 ○ × ○
北九州市 ○ ○ ○
福岡市 ○ ○ ○
熊本市 ○ ○ ○

県内中核市
川口市 × ○ ×
川越市 × ○ ○
越谷市 × × ○

交通政策比較（政令市、県内中核市）

ープホーム」「夜間中学の設置」についてはど
れも市民の願いに背を向ける冷たい答弁でし
た。とば市議は「住宅リフォーム助成制度は全
国に広がっている。このままでは建設職人はい
なくなる」「障害者が地域で暮らすことを保障
するのは市の責務。県の空き家を活用した重度
障害者グループホーム整備促進事業同等の事業
を本市もおこなうべき」「国が全都道府県、全
政令市に少なくとも1校の夜間中学をと再三
求めていることを無視することは許されない。
17の政令市が設置（検討含む）している。形
式卒業生も、現役中学生も夜間中学に受け入れ
られるように拡充された教育機会確保法を活か
すべき」とそれぞれ厳しく質しました。

6月議会・一般質問特別障害者手当
必要なすべての人に知らせて

今年度の常任委員会
議会運営 金子あきよ・たけこし連
総合政策 松村としお
文 教 たけこし連（☆）・池田めぐみ
市民生活 とばめぐみ
保健福祉 久保みき
まちづくり 金子あきよ
予 算 久保みき・池田めぐみ

☆…副委員長


